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＊月経周期は月経が始まった日を第1日目とし、次の月経開始日前日までの日数です。
＊月経周期が不規則な場合は、過去2～3周期のうち、最も短かった月経周期をもとに、検査を開始して下さい。
＊すでに検査開始日を過ぎていた場合は、次の月経周期で検査開始日を決定して検査して下さい。
＊分娩後や流産後の方は、生理が始まってから検査して下さい。

あなたの平均的な月経周期から検査開始日を決定して下さい（下表参照）

11日目平均月経周期 28日

11日目から測定 8月8日

前回の
月経開始日

8月18日

検査開始日Bさん
の場合
（例）

つまり

検査開始日検査開始日検査開始日

検査結果の読みかた検査結果の読みかた検査結果の読みかた

検査のしかた検査のしかた判定のしかた

未使用 スコア0スコア判定
判定部のラインの本数

スコア1 スコア2 スコア3
0本 1本 2本 3本

再検査

検査及び取扱い上の注意事項

検査は朝、昼、夜いつの尿でも検査できますが、
毎日ほぼ同じ時間に採尿した尿で行って下さい。
また、尿中のLHの濃度は尿の量などによって、大きく変動します。
より正確な検査結果を得る為に以下の事にご注意下さい。

○検査前4時間程度は、できるかぎり排尿しないで下さい。　
　もしくは検査前の最後の排尿から検査までを毎日ほぼ同じ時間
　あけて下さい。
○検査前に過剰の水分摂取は避けて下さい。
○検査前に多量の発汗を伴う運動は避けて下さい。

取扱い上の注意検査に関する注意

○アルミ袋は使用直前に開封して下さい。
○避妊等の目的には使用しないで下さい。
○使用期限の過ぎた製品は使用しないで下さい。
○本検査薬を直射日光の当たる場所や熱源のそばに
　置かないで下さい。
○子供の手の届く所に置かないで下さい。

●Aさんの場合（例） ●Bさんの場合（例）

検査のしかた検査のしかた検査のしかた検査を行う前に検査を行う前に検査を行う前に

※正面から採尿部に
　尿をかけて下さい。

①採尿部を下に向けて、直接尿をかけます。
　尿は採尿部全体にかかるように5秒以上かけてください。

②清潔な紙コップ等に尿を採り、採尿部全体がつかるように
　10秒間尿につけてください。

※尿をかけた（尿をひたした）後のテストスティックは
　採尿部を上向きにはしないで下さい。

採尿部を下に向けたままキャップをかぶせ、
平らな場所に置き、10分待ってください。

※採尿部のみをつけて下さい。

※アルミ袋は使用直前まで開封しないで下さい。

10分

準 備

静 置

①尿をかける　　 ②尿につける妊娠しやすい時期っていつ？

リファレンス部にラインが出て
いない場合は尿量不足等の操
作上のミスが考えられます。
再度、検査の手順や注意事項を
よく読んで新しい検査薬で検査
をやり直して下さい。

7日目平均月経周期 24日

7日目から測定 8月8日

前回の
月経開始日

8月14日

検査開始日Aさん
の場合
（例）

つまり

LHサージの期間は短いため、本検査薬を用いて、このLHサージをとらえるには
検査開始日から、毎日連続してかかさず、だいたい決まった時間に実施すること
が必要となります。（但し、LHサージがとらえられた時点でこの検査は終了となります。）
また、検査を行うに際して最も重要なことは「どの時期に行うか」の判断です。
検査を開始して数日以内にLHサージをとらえられるように検査のタイミング
を合わせることが必要です。
なお、本検査薬は避妊目的には使用できません。

排卵日

基礎体温の測定では個人差もあります
が、排卵日の時期はまだ、低温の場合があ
り、基礎体温だけで排卵日を予測するの
は困難です。

基礎体温

排卵日

もっとも妊娠しやすい時期

LHサージ

LHは普段から少量分泌されていますが、
排卵日前になると、急激に何倍量も分泌
され、一気にピークに達します。本検査薬
ではこのLH濃度の急激な変化をとらえ
検出します。

L H

病院では超音波検査によって卵胞の直径
を測定します。排卵前日には18～23mm
排卵直前には21～27mmくらいの大き
さになります。

卵胞の直径

？

＊普段：0～1  ＊ＬＨサージの時期：1～3

正常に操作が行われた場合、リファレンス部に赤紫色のラインが出ます。
判定部のラインの本数（0～3本）により、それぞれ、スコア0、スコア1、スコア2、スコア3と判定して下さい。

※スコア値には個人差がありますが、
　平均的には下記のケースが多く見受けられます。

4日目の8月17日にスコア値の増加が認められました。
Ａさんの場合、通常5日目以降の検査は行う必要はありませんが、
LHサージの周期パターンを知るためには、5日目も検査を行い、ス
コア値の低下を確認して下さい。

3日目の8月20日にスコア値の増加が認められました。
Ｂさんの場合、通常4日目以降の検査は行う必要はありませんが、
LHサージの周期パターンを知るためには、4日目も検査を行い、ス
コア値の低下を確認して下さい。

ラインの本数（スコア値）が増加した時がLHサージの始まりと考えられます。
この場合、36時間以内に排卵が起こると予測されます。
この期間が最も妊娠しやすい時期と考えられます。

＊スコア値の増加が確認できた時点で検査を終了して構いませんが、LHサージの周期パターンを知るためにも、スコア値が低下するまで検査することをお勧めします。
＊スコア値が、検査開始日から高い場合やすべて0となった場合等はＱ＆ＡのQ2、Q3を参照して下さい。

または

採尿部

3

2

1

※採尿部以外はつけないで下さい。

注
意

※判定窓や側面へ向けて尿をかけないで下さい。

注
意

A.アルミ袋からテストスティックを取り出し、
　先端のキャップをはずします。

B.キャップをテストスティックの反対側にはめ、
　キャップのグリップ部を持ちます。

3

2
1

キャップ

グリップ部

3

2
1

採尿部

3

2

1

5秒以上

10秒間

または

1日目 2日目 3日目 5日目 6日目 7日目

検査日

スコア判定

検査時刻

4日目 1日目 2日目 3日目 5日目 6日目 7日目

検査日

スコア判定

検査時刻

4日目

リファレンス部

判定部

【判定窓】
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